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「立憲民主主義・政策形成否定モデルj， I立憲民主主義・政策形成肯定モデル」の 3 つを取り上げ，
どのモデルが司法積極主義あるいは司法消極主義として機能しうるかを考察しているO
本論文は，法律学の伝統的な解釈学的視点からある特定の司法審査理論を提唱しようとするもので
はなく，あくまで政治学的な視点から裁判官の行動を分析しようとしたものであるO このような方法
論は，アメリカでは一つの学問研究の在り方として認められているか，日本ではまだ十分開拓されて
いない領域でもあり，独創的な研究として非常に高い意義が認められる O とりわけ，従来司法審査権
行使の在り方の問題が漠然と「司法積極主義j - I司法消極主義」の二分論で議論されてきた中で，
個々の裁判官の司法哲学をそれぞれの目指す価値に応じてより仔細に区分している点は， アメリカに
も見られないものであり，非常に高く評価されうるO また，その手法は，日本の最高裁判所の裁判官
の司法哲学にも適用する可能性を持っており，本論文はアメリカの最高裁判所研究としてのみならず，
日本の憲法学に貢献するものが大きいと恩われる O
よって，本論文は，博士の学位を授与するに十分値するものと判断される。
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